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(57)【要約】
本発明は内視鏡スコープの管理システム及び方法に関す
るもので、複数の内視鏡検査装置（２１）は、内視鏡ス
コープ識別（ＩＤ）データを格納したＲＦＩＤチップ（
２１１）を内蔵する内視鏡スコープ（２１２）と、内視
鏡スコープ識別（ＩＤ）データを読み込むＲＦＩＤリー
ダ（２１６）と、ＲＦＩＤリーダ（２１６）から上記内
視鏡スコープ識別（ＩＤ）データが入力されて内視鏡管
理サーバーに（１０）に出力して、上記内視鏡検査装置
（２１）の履歴データを受信する内視鏡制御部（２１３
）とを含み、複数の消毒装置（３２）は、内視鏡スコー
プ（２１２）のＲＦＩＤチップ（２１１）から内視鏡ス
コープ識別（ＩＤ）データを読み込むＲＦＩＤリーダ（
３２２）を含む消毒装置（３２）と、消毒された内視鏡
スコープ（２１２）に内蔵されたＲＦＩＤチップ（２１
１）からそれぞれ内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データを
読み込むＲＦＩＤリーダ（３２２）と、ＲＦＩＤリーダ
（３２２　）から内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データが
入力されて、内視鏡管理サーバー（１０）に送信する消
毒洗浄制御部（３２１）とを含み、漏水検査装置（４０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の内視鏡検査室に設置され、内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データを格納したＲＦＩ
Ｄチップを内蔵する内視鏡スコープで内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データを読み込むＲＦ
ＩＤリーダを含め、内視鏡管理サーバーに内視鏡の管理情報を送受信し、内臓の臓器また
は体腔内部を検査することができる複数の内視鏡検査装置と、
　複数の消毒室に設置され、前記内視鏡スコープのＲＦＩＤチップから内視鏡スコープ識
別（ＩＤ）データを読み込むＲＦＩＤリーダを含め、内視鏡管理サーバーに内視鏡の管理
情報を送受信し、前記内視鏡スコープを消毒する複数の消毒装置と、
　前記内視鏡スコープのＲＦＩＤチップから内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データを読み込
むＲＦＩＤリーダを含め、内視鏡管理サーバーに内視鏡の管理情報を送信し、前記内視鏡
スコープの漏水有無をチェックして、漏水検査結果を内視鏡管理サーバーに出力する漏水
検査装置と、
　前記複数の内視鏡検査装置と、複数の消毒装置及び漏水検査装置からそれぞれの内視鏡
スコープに対する消毒及び漏水情報を含む内視鏡の管理情報を受信して内視鏡管理データ
ベースに格納する内視鏡管理サーバーと、を含んで構成されることを特徴とする内視鏡ス
コープの管理システム。
【請求項２】
　前記内視鏡検査装置のＲＦＩＤチップは、内視鏡スコープを確認することができる内視
鏡スコープ識別（ＩＤ）データを格納し、前記内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データは、機
種名、内視鏡の製造日、内視鏡のシリアル番号を含むことを特徴とする請求項１に記載の
内視鏡スコープの管理システム。
【請求項３】
　前記内視鏡検査装置の内視鏡制御部は、内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データを前記内視
鏡管理サーバーに送信し、前記内視鏡管理サーバーから内視鏡スコープ識別（ＩＤ）デー
タに対応する内視鏡検査装置の内視鏡検査履歴データを受信して更新し、前記内視鏡管理
サーバーに送信して内視鏡管理データベースに格納することを特徴とする請求項１または
２に記載の内視鏡スコープの管理システム。
【請求項４】
　前記内視鏡検査装置は、
　内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データを格納し、内視鏡スコープに内蔵されるＲＦＩＤチ
ップと、
　前記ＲＦＩＤチップを含む内視鏡スコープと；
　内視鏡管理サーバーと通信する通信部と、
　前記内視鏡検査装置の各部を制御し、前記通信部を介して前記検査室制御部と内視鏡ス
コープ識別（ＩＤ）データ、内視鏡の固有データ及び検査データを送受信し、前記内視鏡
スコープを通じて内臓の臓器または体腔内部の映像を受信して処理し、前記ＲＦＩＤリー
ダで内視鏡スコープの内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データを読み込んで通信部を介して検
査室制御部に送信する内視鏡制御部と、
　前記内視鏡検査装置に対する固有データと検査データを格納する内視鏡メモリ部とを含
んで構成されることを特徴とする請求項１または２に記載の内視鏡スコープの管理システ
ム。
【請求項５】
　前記内視鏡検査装置に対する固有データは、使用回数、修理履歴、故障履歴、入庫時点
、廃棄予想時点を含み、検査データは、検査実施年月日、検査開始時間、検査終了時間、
使用機器のデータ、検査実施者を含むことを特徴とする請求項４に記載の内視鏡スコープ
の管理システム。
【請求項６】
　前記漏水検査装置は、漏水検査を実施した後、内視鏡スコープの内視鏡スコープ識別（
ＩＤ）データを読み込んで漏水検査結果と一緒に内視鏡管理サーバーに送信し、内視鏡ス
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コープ識別（ＩＤ）データと一緒に内視鏡管理データベースの内視鏡検査装置データベー
スと漏水検査データベースに格納することを特徴とする請求項１または２に記載の内視鏡
スコープの管理システム。
【請求項７】
　前記消毒洗浄制御部は、内視鏡管理サーバーから送信された前記内視鏡スコープの検査
データ、被検査者データ及び洗浄消毒履歴データに基づいて内視鏡スコープの洗浄時間及
び消毒時間を決めて洗浄及び消毒を行うように消毒装置を制御することを特徴とする請求
項１または２に記載の内視鏡スコープの管理システム。
【請求項８】
　前記内視鏡スコープの洗浄時間及び消毒時間は該内視鏡スコープの検査データの中で最
近実施した検査時間と被検査者データの中の検査病名によって決めることができることを
特徴とする請求項７に記載の内視鏡スコープの管理システム。
【請求項９】
　前記内視鏡管理データベースは、
　使用回数、修理履歴情報、ＣＣＤ特性データなどを含む内視鏡固有データと、検査実施
年月日、検査開始時間、検査終了時間、使用機器のデータ、検査実施者などを含む検査デ
ータを格納する内視鏡検査装置データベースと、
　洗浄消毒実施年月日、洗浄消毒終了時間、洗浄消毒回数、使用洗浄消毒装置の情報、洗
浄消毒実施者等を含む洗浄消毒履歴データを格納する消毒装置データベースと、
　内視鏡スコープの漏水有無を検査した結果を格納する漏水検査データと、
　被検査者の性別、名前、年齢、検査部位、検査病名、検査時間などを含む被検査者デー
タベースと、
　内視鏡スコープの使用回数、修理履歴情報などを含む内視鏡固有データと検査実施年月
日、検査開始時間、検査終了時間、使用機器のデータ、検査実施者等を含む検査データを
含む内視鏡スコープデータベースと、を含むことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡ス
コープの管理システム。
【請求項１０】
　内視鏡検査装置の内視鏡制御部が内視鏡スコープのＲＦＩＤチップから内視鏡スコープ
識別データを読み込んで内視鏡管理サーバーに送信し、内視鏡管理サーバーから内視鏡検
査装置と内視鏡スコープの履歴データが送信される段階と、
　前記内視鏡検査装置の内視鏡制御部が内視鏡検査データと固有データを更新して内視鏡
メモリ部に格納し、更新された内視鏡検査データを内視鏡管理サーバーに送信して、内視
鏡検査装置データベースに格納する段階と、
　漏水検査装置の漏水検査制御部が前記内視鏡スコープの漏水検査を行った後、内視鏡識
別データを読み込んで漏水検査結果と一緒に内視鏡管理サーバーに送信し、内視鏡識別デ
ータと一緒に漏水検査データベース及び内視鏡スコープデータベースに格納する段階と、
　内視鏡検査に使用済みの前記内視鏡スコープを消毒室で洗浄及び消毒する際に、消毒装
置の消毒洗浄制御部は、内視鏡スコープ識別データを読み込んで内視鏡識別データを内視
鏡管理サーバーに送信し、前記内視鏡管理サーバーは前記内視鏡スコープの検査データと
被検査者データ及び洗浄消毒履歴データを消毒洗浄制御部に送信する段階と、
　前記消毒洗浄制御部は前記内視鏡スコープの検査データ、被検査者データ及び洗浄消毒
履歴データに基づいて内視鏡スコープの洗浄時間及び消毒時間を決める段階と、
　前記内視鏡スコープの洗浄及び消毒が完了されると、前記消毒洗浄制御部は洗浄消毒履
歴データを更新して内視鏡識別データと一緒に内視鏡管理サーバーに送信して内視鏡管理
データベースに格納する段階と、を含むことを特徴とする内視鏡スコープの管理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は内視鏡スコープの管理システム及び方法に関するもので、より詳細には、内視
鏡スコープのＲＦＩＤチップを設置して内視鏡検査装置と内視鏡消毒装置でＲＦＩＤチッ
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プから内視鏡スコープ識別情報を読み込んで内視鏡管理サーバーから内視鏡スコープの検
査と内視鏡スコープの消毒に関する内視鏡の管理情報を受信して更新し、内視鏡管理サー
バーに送信して内視鏡管理データベースに格納し、内視鏡スコープを検査に使用した後、
洗浄及び消毒の管理を安定的に行うことができる内視鏡スコープの管理システム及び方法
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は人体などの生体内に挿入されて、臓器の診断や治療、標本の採取等に用いられ
る。内視鏡は、複数の患者に共用され、また繰り返し使用される。そのため、使用後の内
視鏡は衛生管理を徹底的に行う必要があり、内視鏡を媒体とする細菌の感染などを完全に
防止するために、１回使用するたびに細かく入念な洗浄及び消毒を行う必要がある。
【０００３】
　図１に内視鏡システムの外観が示されている。
【０００４】
　図１に示すように、この内視鏡装置は、内視鏡４に照明光を供給するための光源装置５
の他に、ビデオプロセッサ６、送気送水装置７及びモニター２をさらに備える。ビデオプ
ロセッサ６は内視鏡４に搭載された撮像素子（図示せず）によって撮像された撮像信号を
処理して内視鏡画像を生成するように構成される。また、送気送水装置７は、内視鏡４に
対して送風・送水及び吸引を行うように構成される。
【０００５】
　モニター２はビデオプロセッサ６が生成した内視鏡画像を表示するためのもので、例え
ば、液晶モニターなどからなる表示手段である。また、ビデオプロセッサ６はリモートコ
ントローラ（以下、「リモコン」と記載する）３が着脱可能に接続できるようになってい
る。
【０００６】
　このリモコン３を施術者が操作することにより、内視鏡４の後述する湾曲片の湾曲操作
の制御や、内視鏡４が撮像した画像の表示などの画像制御を内視鏡４による体腔内の検査
中に容易に行うことができる。
【０００７】
　内視鏡４は被検体の体腔内の検査や治療に使用される。この内視鏡４は、一般的に体腔
内に挿入されるチューブ状の挿入部４ａを備え、この挿入部４ａの内部にその軸方向に沿
って多様な内視鏡管路（チャンネル）が形成されている。
【０００８】
　この内視鏡管路には、例えば吸引管路が含まれ、それにより、内視鏡の挿入部４ａがい
ったん体腔内に挿入されると、挿入部４ａの外表面だけでなく、挿入部４ａの内側つまり
内視鏡管路（チャンネル）に体液などの汚れが付着する。そのため、内視鏡４は、使用後
、挿入部４ａの外表面と内視鏡管路を十分洗浄して消毒する必要がある。
【０００９】
　内視鏡の使用頻度が高い場合には、複数の内視鏡が使用され、順次にその洗浄及び消毒
が実施される。しかし、内視鏡の洗浄消毒には相当時間がかかり、特に、消毒については
被検体の病歴によって消毒液の種類や消毒液の浸漬時間が定められている。
【００１０】
　内視鏡の検査が終わるたびに内視鏡の検査終了時間の情報が更新される管理システムが
提案されており、内視鏡装置で実行された内視鏡の最新の検査終了時間の情報を取得する
取得部と、この取得された終了時間の情報に応じて内視鏡洗浄消毒装置で実行される洗浄
及び消毒の状態を管理する管理部とを備える（特許文献１参照）。
【００１１】
　内視鏡用処置具類などを洗浄消毒する装置として、洗浄消毒装置本体内に独立して区切
られた個別の洗浄消毒室を設置し、各室を独立または複数の室を同時に運転して洗浄また
は消毒することができる装置が提案されている（特許文献２参照）。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】特開２００９－１６５７０６
【特許文献２】特開２００９－０７７７７０
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　上述した問題点を解決するための本発明の目的は、内視鏡の繰り返し使用による感染予
防と繰り返し的な内視鏡の消毒による内視鏡の損傷を防止且つ管理することができる内視
鏡スコープの管理システム及び方法を提供することである。
【００１４】
　本発明の他の目的は、内視鏡装置で実行された内視鏡の最新の検査終了時間を取得し、
この取得された終了時間によって内視鏡洗浄消毒装置で実行される洗浄及び消毒時間を比
例させ、内視鏡の検査が終わるたびに、内視鏡の検査終了時間を更新する内視鏡スコープ
の管理システム及び方法を提供することである。
【００１５】
　本発明のまた他の目的は、検査終了後から洗浄までの時間の経過に応じて内視鏡を消毒
する時間も比例して長くして、検査終了後から洗浄までの時間の経過に関係なく良好で安
定した洗浄結果を得ることができる内視鏡スコープの管理システム及び方法を提供するこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記目的を達成するために、本発明による内視鏡スコープの管理システムは、複数の内
視鏡検査室に設置され、内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データを格納したＲＦＩＤチップを
内蔵する内視鏡スコープで内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データを読み込むＲＦＩＤリーダ
を含め、内視鏡管理サーバーに内視鏡の管理情報を送受信し、内臓の臓器または体腔内部
を検査することができる複数の内視鏡検査装置と、複数の消毒室に設置され、上記内視鏡
スコープのＲＦＩＤチップから内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データを読み込むＲＦＩＤリ
ーダを含め、内視鏡管理サーバーに内視鏡の管理情報を送受信し、上記内視鏡スコープを
消毒する複数の消毒装置と、上記内視鏡スコープのＲＦＩＤチップから内視鏡スコープ識
別（ＩＤ）データを読み込むＲＦＩＤリーダを含め、内視鏡管理サーバーに内視鏡の管理
情報を送信し、上記内視鏡スコープの漏水有無を検査して、漏水検査結果を内視鏡管理サ
ーバーに出力する漏水検査装置と、上記複数の内視鏡検査装置と、複数の消毒装置及び漏
水検査装置からそれぞれの内視鏡スコープに対する消毒及び漏水情報を含む内視鏡の管理
情報を受信して内視鏡管理データベースに格納する内視鏡管理サーバーとを含んで構成さ
れる。
【００１７】
　本発明の一実施例によれば、上記内視鏡検査装置のＲＦＩＤチップは、内視鏡スコープ
を確認することができる内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データを格納し、上記内視鏡スコー
プ識別（ＩＤ）データは、機種名、内視鏡の製造日、内視鏡のシリアル番号を含むことを
特徴とする。
【００１８】
　本発明の一実施例によれば、上記内視鏡検査装置の内視鏡制御部は、内視鏡スコープ識
別（ＩＤ）データを上記内視鏡管理サーバーに送信し、上記内視鏡管理サーバーから内視
鏡スコープ識別（ＩＤ）データに対応する内視鏡検査装置の内視鏡検査履歴データを受信
して更新し、上記内視鏡管理サーバーに送信して内視鏡管理データベースに格納すること
を特徴とする。
【００１９】
　本発明の一実施例によれば、上記内視鏡検査装置は、内視鏡スコープ識別（ＩＤ）デー
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タを格納し、内視鏡スコープに内蔵されるＲＦＩＤチップと、上記ＲＦＩＤチップを含む
内視鏡スコープと、内視鏡管理サーバーと通信する通信部と、上記内視鏡検査装置の各部
を制御し、上記通信部を介して上記検査室制御部と内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データ、
内視鏡の固有データ及び検査データを送受信し、上記内視鏡スコープを使用して内臓の臓
器または体腔内部の映像を受信して処理し、上記ＲＦＩＤリーダから内視鏡スコープの内
視鏡スコープ識別（ＩＤ）データを読み込んで通信部を介して検査室制御部に送信する内
視鏡制御部と、上記内視鏡検査装置に対する固有データと検査データを格納する内視鏡メ
モリ部とを含んで構成されることを特徴とする。
【００２０】
　本発明の一実施例によれば、上記内視鏡検査装置に対する固有データは、使用回数、修
理履歴、故障履歴、入庫時点、廃棄予想時点を含み、検査データは、検査実施年月日、検
査開始時間、検査終了時間、使用機器のデータ、検査実施者を含むことを特徴とする。
【００２１】
　本発明の一実施例によれば、上記漏水検査装置は、漏水検査を実施した後、内視鏡スコ
ープの内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データを読み込んで漏水検査の結果と一緒に内視鏡管
理サーバーに送信して内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データと一緒に内視鏡管理データベー
スの内視鏡検査装置のデータベースと漏水検査データベースに格納することを特徴とする
。
【００２２】
　本発明の一実施例によれば、上記消毒洗浄制御部は、内視鏡管理サーバーから送信され
た該当内視鏡スコープの検査データと被検査者データ及び洗浄消毒履歴データに基づいて
該当内視鏡スコープの洗浄時間及び消毒時間を決めて洗浄及び消毒を行うように消毒装置
を制御することを特徴とする。
【００２３】
　本発明の一実施例によれば、上記内視鏡スコープの洗浄時間及び消毒時間は、該内視鏡
スコープの検査データの中で最近実施した検査時間と被検査者のデータの中の検査病名に
よって決めることができることを特徴とする。
【００２４】
　本発明の一実施例によれば、上記内視鏡管理データベースは、使用回数、修理履歴情報
、ＣＣＤ特性データなどを含む内視鏡固有データと検査実施年月日、検査開始時間、検査
終了時間、使用機器のデータ、検査実施者などを含む検査データを格納する内視鏡検査装
置のデータベースと、洗浄消毒実施年月日、洗浄消毒終了時間、洗浄消毒回数、使用洗浄
消毒装置の情報、洗浄消毒実施者等を含む洗浄消毒履歴データを格納する消毒装置データ
ベースと、内視鏡スコープの漏水有無を検査した結果を格納する漏水検査データと、被検
査者の性別、名前、年齢、検査部位、検査病名、検査時間などを含む被検査者データベー
スと、内視鏡スコープの使用回数、修理履歴情報などを含む内視鏡固有データと検査実施
年月日、検査開始時間、検査終了時間、使用機器のデータ、検査実施者等を含む検査デー
タを含む内視鏡スコープデータベースとを含むことを特徴とする。
【００２５】
　本発明による内視鏡スコープの管理方法は、検査室制御部が内視鏡の識別データを内視
鏡管理サーバーに送信し、内視鏡管理サーバーから内視鏡検査装置の履歴データを送信す
る段階と、上記検査室制御部が内視鏡検査履歴データを更新して検査室メモリ部に格納し
、更新された内視鏡検査履歴データを内視鏡管理サーバーに送信し、内視鏡検査装置のデ
ータベースに格納する段階と、上記内視鏡検査装置の内視鏡制御部が上記検査室制御部か
ら内視鏡検査装置の固有データを受信して検査室制御部に送信する段階と、漏水検査装置
の漏水検査制御部が漏水検査を行った後、内視鏡の識別データを読み込んで漏水検査結果
を内視鏡管理サーバーに送信して、内視鏡の識別データと一緒に内視鏡検査装置のデータ
ベースに格納する段階と、検査が完了された上記内視鏡スコープを消毒室で洗浄及び消毒
する際に内視鏡の識別データを内視鏡管理サーバーに送信し、上記内視鏡管理サーバーは
、上記内視鏡スコープの検査データと被検査者データ及び洗浄消毒履歴データを消毒洗浄
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制御部に送信する段階と、上記消毒洗浄制御部は、内視鏡スコープの検査データと被検査
者データ及び洗浄消毒データに基づいて内視鏡スコープの洗浄時間及び消毒時間を決める
段階と、上記内視鏡スコープの洗浄及び消毒が完了されると、洗浄消毒履歴データを更新
し、内視鏡の識別データと一緒に内視鏡管理サーバーに送信して、内視鏡管理データベー
スに格納する段階とを含んで構成される。
【発明の効果】
【００２６】
　上述したような本発明によれば、内視鏡検査室別、内視鏡検査装置別、消毒室別、漏水
検査装置別で内視鏡の管理データを管理することができて、内視鏡検査装置の洗浄及び消
毒に関する衛生管理を効率的に管理することができ、内視鏡スコープの洗浄時間及び消毒
時間を最近実施した検査時間と被検査者データの中の検査病名によって決めて徹底的な消
毒及び衛生管理をすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】従来技術による内視鏡システムの外観を示す斜視図である。
【図２】本発明による内視鏡スコープの管理システムの構成を示すブロック図である。
【図３】本発明による内視鏡検査室に設置された内視鏡検査装置の一実施例の構成を示す
ブロック図である。
【図４】本発明による漏水検査装置の一実施例の構成を示すブロック図である。
【図５】本発明による消毒室に設置された消毒装置の一実施例の構成を示すブロック図で
ある。
【図６】本発明による内視鏡管理データベースの一実施例の構成を示すブロック図である
。
【図７】本発明による内視鏡スコープの管理方法を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、本発明の好ましい一実施例を添付図面を参照して詳しく説明する。
【００２９】
　図２に本発明による内視鏡スコープの管理システムの構成を示すブロック図が示されて
いる。
【００３０】
　本発明による内視鏡スコープの管理システム１００は、複数の内視鏡検査室２０に設置
され、内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データを格納したＲＦＩＤチップ２１１を内蔵する内
視鏡スコープ２１２から内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データを読み込むＲＦＩＤリーダ２
１６を含め、内視鏡管理サーバー１０に内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データと一緒に内視
鏡の管理情報を送受信し、内臓の臓器または体腔内部を見ることができる複数の内視鏡検
査装置２１と、複数の消毒室３０に設置され、上記内視鏡スコープ２１２のＲＦＩＤチッ
プ２１１から内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データを読み込むＲＦＩＤリーダ３２２を含め
、内視鏡管理サーバー１０に内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データと一緒に内視鏡の管理情
報を送受信し、上記内視鏡スコープ２１２を消毒する消毒装置３２と、上記内視鏡スコー
プ２１２のＲＦＩＤチップ２１１から内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データを読み込むＲＦ
ＩＤリーダ４２を含めて、内視鏡管理サーバー１０に内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データ
と一緒に内視鏡の管理情報を送信し、上記内視鏡スコープ２１２の漏水有無をチェックし
て、漏水検査結果を内視鏡管理サーバー１０に送信する漏水検査装置４０と、上記複数の
内視鏡検査装置２１と、複数の消毒室装置３２及び漏水検査装置４０からそれぞれの内視
鏡スコープ２１２に対する消毒及び漏水情報を含む内視鏡の管理情報を受信して内視鏡管
理データベース５０に格納する内視鏡管理サーバー１０とを含んで構成される。
【００３１】
　本発明による内視鏡スコープ２１２のＲＦＩＤチップ２１１は、内視鏡スコープ２１２
を確認することができる内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データを格納し、内視鏡検査装置２
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１のＲＦＩＤリーダ２１６によって内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データが読み込まれ、内
視鏡検査装置２１の内視鏡制御部２１３に入力されて、内視鏡制御部２１３によって内視
鏡の管理情報と一緒に通信部２１４を介して内視鏡管理サーバー１０に送信される。
【００３２】
　ここで、内視鏡スコープ２１２は人体の臓器の内部に挿入される管状に形成され、内視
鏡スコープ識別（ＩＤ）データは、機種名、内視鏡の製造日、内視鏡のシリアル番号など
を含む。
【００３３】
　内視鏡検査装置２１はＲＦＩＤリーダ２１６から内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データが
入力され、その内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データと一緒に内視鏡の管理情報を内視鏡管
理サーバー１０に送信し、内視鏡管理サーバー１０は、内視鏡スコープ識別（ＩＤ）デー
タによって内視鏡スコープデータベース５６で上記内視鏡スコープ２１２に対応する内視
鏡検査履歴データを更新する。
【００３４】
　内視鏡検査履歴データは、検査実施年月日、検査開始時間、検査終了時間、使用機器の
データ、検査実施者などを含むことができる。
【００３５】
　図３に本発明による内視鏡検査室に設置された内視鏡検査装置の構成を示すブロック図
が示されている。
【００３６】
　本発明による内視鏡検査装置２１は、内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データを格納し、内
視鏡スコープ２１２に内蔵されるＲＦＩＤチップ２１１と、上記ＲＦＩＤチップ２１１を
含み、人体の内臓に挿入される内視鏡スコープ２１２と、内視鏡管理サーバー１０と通信
する通信部２１４と、上記内視鏡スコープ２１２に内蔵されるＲＦＩＤチップ２１１から
内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データを読み込むＲＦＩＤリーダ２１６と、内視鏡検査装置
２１の各部を制御し、上記通信部２１４を介して上記内視鏡管理サーバー１０と内視鏡の
管理情報を送受信し、上記内視鏡スコープ２１２を介して内蔵臓器や体腔内の映像を受信
して処理し、上記ＲＦＩＤリーダ２１６で内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データを読み込ん
で通信部２１４を介して上記内視鏡管理サーバー１０に送信する内視鏡制御部２１３と、
内視鏡検査装置２１の固有データ（使用回数、修理履歴、故障履歴、入庫時点、廃棄予想
時点など）と検査データ（検査実施年月日、検査開始時間、検査終了時間、使用機器のデ
ータ、検査実施者など）を格納する内視鏡メモリ部２１５とを含んで構成される。
【００３７】
　ここで、内臓の臓器または体腔内部に挿入される内視鏡スコープ２１２は、内視鏡検査
装置２１と分離して洗浄及び消毒が実施されるので、別途のブロックで分離して表示して
おり、内視鏡検査装置２１は、上記内視鏡スコープ　２１２に光源を提供する光源装置と
、上記内視鏡スコープ２１２に空気と水を供給する送気送水装置と、上記内視鏡スコープ
２１２によって撮影された映像を表示するモニタとをさらに備えるが、内視鏡の管理情報
以外の部分は、説明の簡略化のために省略する。
【００３８】
　内視鏡制御部２１３は通信部２１４を介して内視鏡検査装置２１と内視鏡スコープ２１
２に対する固有データ（修理履歴、故障履歴、入庫時点、廃棄予想時点など）と検査デー
タ（検査実施年月日、検査開始時間、検査終了時間、使用機器のデータ、検査実施者など
）を更新し、更新された内視鏡検査装置２１と内視鏡スコープ２１２に対する履歴データ
を内視鏡管理サーバー１０に送信する。
【００３９】
　内視鏡管理サーバー１０は更新された内視鏡検査装置２１と内視鏡スコープ２１２に対
する履歴データを受信して更新し、内視鏡管理データベース５０の内視鏡検査装置データ
ベース５１と内視鏡スコープデータベース５６に格納する。
【００４０】
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　図４に本発明による漏水検査装置の一実施例の構成を示すブロック図が示されている。
【００４１】
　本発明による漏水検査装置４０は、内視鏡管理サーバー１０と内視鏡スコープ２１２の
漏水検査データ（検査実施年月日、検査開始時間、検査終了時間、使用機器のデータ、検
査実施者など）を送受信する通信部４３と、上記内視鏡スコープ２１２に内蔵されるＲＦ
ＩＤチップ２１１から内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データを読み込むＲＦＩＤリーダ４２
と、漏水検査装置４０の各部を制御し、上記通信部４３を介して上記ＲＦＩＤリーダ２１
６で内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データを読み込んで通信部２１４を介して内視鏡スコー
プ２１２の漏水検査データと一緒に上記内視鏡管理サーバー１０に送信する漏水検査制御
部４１と、漏水検査装置４０に対する漏水検査データ（検査実施年月日、検査開始時間、
検査終了時間、使用機器のデータ、検査実施者など）を格納する漏水検査メモリ部４４と
を含んで構成される。
【００４２】
　内視鏡検査装置２１を施術に使用する前に漏水検査装置４０で水漏れ検査を実施する。
漏水検査制御部４１は、漏水検査を実施した後、内視鏡スコープ２１２のＲＦＩＤチップ
２１１に格納された内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データを読み込んで漏水検査の結果と一
緒に内視鏡管理サーバー１０に送信して内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データと一緒に内視
鏡管理データベース５０の内視鏡検査装置データベース５１と漏水検査データベース５４
に格納する。
【００４３】
　漏水検査に合格した内視鏡検査装置２１は内視鏡の検査に使用され、検査に使用された
内視鏡検査装置２１は内視鏡スコープ２１２を分離して消毒室３０で洗浄及び消毒を実施
する。
【００４４】
　図５に、本発明による消毒室に設置された消毒装置の一実施例の構成を示すブロック図
が示されている。
【００４５】
　内視鏡スコープ２１２を消毒室３０で洗浄及び消毒する際に、消毒装置３２のＲＦＩＤ
リーダ３２２に近接するようにＲＦＩＤリーダ３２２で無線で内視鏡スコープ識別（ＩＤ
）データを読み込む。ここで、ＲＦＩＤリーダ３２２は、消毒室３０の実施者に付着され
た消毒実施者の識別（ＩＤ）データ（例えば、名前、所属など）を読み込んで消毒洗浄制
御部３２１に入力する。
【００４６】
　消毒洗浄制御部３２１は当該内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データと消毒実施者の識別（
ＩＤ）データを内視鏡管理サーバー１０に送信し、内視鏡管理サーバー１０は、内視鏡ス
コープ識別（ＩＤ）データと消毒実施者の識別（ＩＤ）データを消毒装置データベース５
３に格納し、内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データにより当該内視鏡スコープ２１２の検査
データ（検査実施年月日、検査開始時間、検査終了時間、使用機器のデータ、検査実施者
など）と被検査者データ（性別、名前、年齢、検査部位、検査病名、検査時間など）を内
視鏡スコープデータベース５６と被検査者データベース５５でそれぞれ検索し、同時に、
上記消毒装置３２に対応する洗浄消毒履歴データ（洗浄消毒実施年月日、洗浄消毒終了時
間、洗浄消毒回数、使用洗浄消毒装置情報、洗浄消毒実施者など）を内視鏡管理データベ
ース５０の消毒装置データベース５３で検索する。
【００４７】
　内視鏡管理サーバー１０は検索された内視鏡スコープ２１２の検査データと被検査者デ
ータを洗浄消毒履歴データ及び内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データと一緒に消毒洗浄制御
部３２１に送信する。
【００４８】
　消毒洗浄制御部３２１は送信された上記内視鏡スコープ２１２の検査データと被検査者
データ及び洗浄消毒履歴データに基づいて上記内視鏡スコープ２１２の洗浄時間と消毒時
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間を決めて洗浄及び消毒を行うように消毒装置３０を制御する。
【００４９】
　この時、上記内視鏡スコープ２１２の洗浄時間と消毒時間は、内視鏡スコープ２１２の
検査データの中で最近実施した検査時間と被検査者データの中の検査病名によって決める
ことができる。
【００５０】
　上記内視鏡スコープ２１２の洗浄及び消毒が完了されると、内視鏡スコープ２１２の洗
浄消毒履歴データを更新し、当該内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データと一緒に内視鏡管理
サーバー１０に送信する。内視鏡管理サーバー１０は更新された洗浄消毒履歴データを内
視鏡スコープ識別（ＩＤ）データと一緒に内視鏡管理データベース５０の消毒装置データ
ベース５３と内視鏡スコープデータベース５６に更新して格納する。
【００５１】
　図６に本発明による内視鏡管理データベースの一実施例の構成を示すブロック図が示さ
れている。
【００５２】
　本発明による内視鏡管理データベース５０は、使用回数、修理履歴情報、ＣＣＤ特性デ
ータなどを含む内視鏡固有データと、検査実施年月日、検査開始時間、検査終了時間、使
用機器のデータ、検査実施者などを含む検査データとを格納する内視鏡検査装置データベ
ース５１と、洗浄消毒実施年月日、洗浄消毒終了時間、洗浄消毒回数、使用洗浄消毒装置
の情報、洗浄消毒実施者等を含む洗浄消毒履歴データを格納する消毒装置データベース５
３と、内視鏡スコープ２１２の漏水有無を検査した結果を格納する漏水検査データ５４と
、被検査者の性別、名前、年齢、検査部位、検査病名、検査時間などを含む被検査者デー
タベース５５と、内視鏡スコープ２１２の使用回数、修理履歴情報などを含む内視鏡固有
データと、検査実施年月日、検査開始時間、検査終了時間、使用機器のデータ、検査実施
者等を含む検査データとを含む内視鏡スコープデータベース５６とを含んでなる。
【００５３】
　本発明による内視鏡管理データベース５０に格納されたデータは、内視鏡スコープ識別
（ＩＤ）データと一緒に格納されて内視鏡スコープ識別（ＩＤ）データによって内視鏡固
有データ、検査データ、洗浄消毒履歴データ、漏水検査データ及び被検査者データを検索
することができる。
【００５４】
　従って、内視鏡検査装置別、消毒装置別、漏水検査装置別で内視鏡の管理データを管理
することができて、内視鏡検査装置の洗浄及び消毒に関する衛生管理を効率的に管理する
ことができる。
【００５５】
　図７に本発明による内視鏡スコープの管理方法を示すフローチャートが示されている。
【００５６】
　段階Ｓ１で、内視鏡検査装置２１の内視鏡制御部２１３が内視鏡スコープ２１２のＲＦ
ＩＤチップ２１１から内視鏡スコープ識別データを読み込んで内視鏡管理サーバー１０に
送信し、内視鏡管理サーバー１０から内視鏡検査装置２１と内視鏡スコープ２１２の履歴
データを送信する。
【００５７】
　段階Ｓ２で、内視鏡検査装置２１の内視鏡制御部２１３が内視鏡検査データ（検査実施
年月日、検査開始時間、検査終了時間、使用機器のデータ、検査実施者など）と固有デー
タ（使用回数、修理履歴、故障履歴、入庫時点、廃棄予想時点など）を更新して内視鏡メ
モリ部２１５に格納し、更新された内視鏡検査データを内視鏡管理サーバー１０に送信し
て内視鏡検査装置データベース５１に格納する。
【００５８】
　段階Ｓ３で、漏水検査装置４０の漏水検査制御部４１が内視鏡スコープ２１２の漏水検
査を行った後、その内視鏡スコープ２１２の内視鏡スコープ識別データを読み込んで漏水
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検査結果と一緒に内視鏡管理サーバー１０に送信して、内視鏡スコープ識別データと一緒
に漏水検査データベース５４及び内視鏡スコープデータベース５６に格納する。
【００５９】
　段階Ｓ４で、内視鏡の検査に使用済みの内視鏡スコープ２１２を消毒室３０で洗浄及び
消毒する際に消毒装置３０の消毒洗浄制御部３２１は内視鏡スコープ２１２のＲＦＩＤチ
ップ２１１から内視鏡スコープ識別データを読み込んで内視鏡スコープ識別データを内視
鏡管理サーバー１０に送信し、内視鏡管理サーバー１０は内視鏡スコープ２１２の検査デ
ータと被検査者データ及び洗浄消毒履歴データを消毒室３０に送信する。
【００６０】
　段階Ｓ５で、消毒室３０の消毒洗浄制御部３２１は内視鏡スコープ２１２の検査データ
と被検査者データ及び洗浄消毒履歴データに基づいて内視鏡スコープ２１２の洗浄時間と
消毒時間を決める。
【００６１】
　段階Ｓ６で、内視鏡スコープ２１２の洗浄及び消毒が完了されると、洗浄消毒履歴デー
タを更新し、内視鏡スコープ識別データと一緒に内視鏡管理サーバー１０に送信して内視
鏡管理データベース５０の消毒装置データベース５３と内視鏡スコープデータベース５６
に格納する。
【００６２】
　本発明は、上述した特定の好ましい実施例に限定されず、特許請求範囲で請求する本発
明の要旨を逸脱することなく、本発明が属する技術分野において通常の知識を有する者で
あれば、誰でも多様な変形実施が可能であることはもちろん、そのような変更を形成する
技術的思想に対するものであれば請求範囲に記載の範囲内に属するとすべきである。
【００６３】
　序列リストフリーテキスト
　無し
【図１】 【図２】

【図３】
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